
 

９ 下水道事業受益者負担金賦課処分決定取消請求訴訟について 

 

 平成２５年度７月１日付けで花巻市が行った下水道事業受益者負担金賦課処分の決定につい

て、花巻市民が花巻市に対し、その決定の取り消しを求める訴えを盛岡地方裁判所に提起してお

り、平成２８年７月１５日に判決がありました。 

 

１ 判決主文 

   原告の請求を棄却する。 

 

２ 判決理由（裁判所の判断） 

  ・公共下水道が整備されたことにより、土地の所有者はその土地の効用及び便益性が増大す

るという利益を享受することになる。そのような利益を土地そのものに付加される価値と

みて、その価値を土地の地積に応じて算定する地積割方式は、負担金の算出方法として一

定の合理性を有しており、花巻市公共下水道受益者負担に関する条例の第５条及び第８条

（以下、「本件各条項」）が不合理であるということはできない。 

・農地について地積割り方式による負担金額が大きくなり過ぎないようにするための一定の

配慮がされていること等からも、本件各条項は憲法１４条及び２９条に違反しているもの

ではない。 

  ・本件処分についても、内規に基づき負担金の徴収が猶予されており、憲法１４条及び２９

条の趣旨に反するものではない。 

 

３ 判決の確定 

   控訴期間は判決書を受け取った日の翌日から１４日間であり、本件では７月２９日（金）

が期限となるため、その期限により判決が確定となります。（同期間中に原告から控訴がな

されれば、控訴審にて審理が行われることになります。） 

 

 

＜参考＞ 

 経緯 

   平成２５年 ７月 １日   平成２５年度花巻市公共下水道受益者負担金賦課決定 

                （異議申立人へ処分） 

   平成２５年 ７月３１日  原告より異議申立書の提出 

   平成２７年 ４月２１日  原告の異議申立を棄却する旨の決定処分 

   平成２７年１１月１３日  花巻市に訴状の送達（27.10.8 提訴） 
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